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　Abstract : l discussed the topographical changes around the river mouth of Choshui
Chi, Peikang Chi, Pachung Chi, Tsengwen Chi at the west central coast in Formosa.
　Sand transpoｒｔed by Choshui Chi, the north east wind and the tidal action brought
various topographical changes at the river mouth, such as sand spits, detached barriers,
and tidal planes.
　At the river mouth｡however, the stream line becomes straight when the shore line moves
forward and it tend to direct toward the north when the shore line recedes. These changes
of the direction of the stream line seem to arise from the two distinct mechanisms.
　The movement of the sand at the river mouth is mainly governed by the tidal current at
the ebb and the development of the sand spits is ｍａｉ‘nlygoverned by the wind blown sand
from NNE direction.
　Thus at the decision of the normal line at the downstream of the river, the precise es-
timation of its changes in the long term is prerequisite.
　ま　え　が　き
　台湾の西部海岸には濁水渓始め多くの河川が流出しているが，山地流域の地形，地質及び多量の
降雨によって土砂流出が多く，扇状沖積平地を形成している。また北太平洋潮波と大陸との関係で
西海岸の中央部では潮差が大となり（大潮差　南北端で□ｍ，中央部では4.3 m),遠浅で干潟
を形成すると共に，季節風による砂州の発達を促しlagoonを形成するなど複雑な地形を持ってい
る。
　これらの海浜形状は，河川上流部の治水，河川の付替，あるいは干拓地の造成等により大きく変
化しており，河口を含む河川下流部の改修，干拓，海岸保全等の計画，設計を極めて困難なものに
している。
　このような河口付近海浜の極めて大きな変化は，激しい自然現象と人為とのバランスによるもの
と思われ，日本では勿論，諸外国にも例を見ないほど興味ある現象と思われるので，二，三の河口
を対象にして地形変化について考察してみる。
１ 干潟の概況
　干潟(tidal plane, 台湾では海塘という）は，その海域に流出する微細土砂の供給が多いこと，
潮差が大きく漂砂の移動範囲が広いことによって発達するものであるが，濁水渓河口を中心として
西海岸ではよく発達し，程度の差はあるが，図。１のような分布を示している。　干潟の総面積は
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図．１　台湾西海岸干潟分布
区.名 面積ha
北部 5,910
台中 3,892
彰化 15､128
雲林 7,593
嘉義 '13,109
台南 7,239
南部 999
膨湖 100
総計 53,970
53.970 ha と推定され, 1959年から1977年までに5,880 hQ が農地として干拓され, 350 ha が
住居及び工業用地として埋立てられた。また近年台中港の整備により臨海工業地として，南隣の彰
化海岸で6,300 h（1の埋立造成化か進んでいる。
　この西海岸の季節風による波は冬期に大きく，波向はＮ～ＮＮＥで最大波高は5～6 m， 周
期11秒に達す。夏期は南寄りであるが弱く，夏から秋にかけての台風による波方向は不定である。
従って西海岸の海岸線方向からみれば，曽文渓河口以北では木勢としてＮ～ＮＮＥの波による
南向きの漂砂が卓越すると思われる。　　　　　　　　ソ　　　ー
　また台中以北では大吐渓，大甲渓，大安渓など，河口近くまで急流で河床が高く，流出土砂が比
較的大粒径であるため，前浜の安定勾配も比較的急で，干潟の規模は小さい。
　以上の条件のほか潮差の大小，流砂供給量の大小等により，西海岸の干潟は北から南へ,･次のよ
うな特性を持って分布している。　　　　　　　　　　　　　ｙ
　ａ　開放性干潟（北港渓以北の干潟）
　ｂ　砂嘴内の干潟（北港渓から八掌渓まで。砂州は高潮位以上の高さを持ち，海岸線と約40度の
角度をもち20 km ほどSSW方向に突出している）
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ｃ　離岸砂州内の干潟（八掌渓から曽文渓まで。砂州は高潮位以上になり造林されている）
ｄ　潟湖内の干潟（曽文渓以南）
干潟及び海浜地形が大きく変動しているのは, a , b , cの順になっている。
２
濁　水　渓
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　濁水渓は台湾中部を西流する河川で，源を海抜3,220 m の合歓山に発し，幹線流長186. 6㎞，
清水渓などの支流26条を入れると流長588.6 km, 流域面積3,156.9 kijiで，南投県他３県に及ん
でいる。既往の最大洪水量は河口より約60 km 上流の集集（流域面積2,297?）で10,500 mVs
を記録し，河口より23 km の西螺(2,988 k㎡）での計画洪水量（100年確率）は24,000 m3/s
となっている。　　　　　　　　　。’　。
　濁水渓の上流山地は崩壊地が多く, 1968年林野庁の調査によると崩壊ヶ所は1,045ヶ所，面積
8,546 h（1に及び，その土量は50,472万m3と推算されている。計算によると集集における年流
砂量は4,600万tｏｎに及ぶ著しい土砂の流出が起り，下流の浮遊砂濃度は1.8%にのぼり，将
にその名の如く濁水渓である。
　このため移行部まで巨石が押し出され，二水橋付近から南北に氾濫沖積地をつくり，北から旧濁
水渓，西螺渓（現濁水渓），新虎尾渓，旧虎尾渓（現在北港渓に合流）と，いずれも河床上昇が著
しく，氾濫面積1,350 k㎡に及んでいた（図｡2）。 1912年頃より治水工事が始められ，これら
の諸川の切離しと，本川の築堤工事が行われたが，掃流力の増大以上に河川流砂量が上廻り河床低
下は起らず，二水橋下流で勾配約1／600で，河幅1.5～4.5 km 間を分流，蛇行している現状で
ある。
　集集より下流の河床砂の粒度分布は図，３のように，河口から20 km, 40 km 付近に粒度分布
の不連続部があり・15～30 km ｲ寸近がよく　sortingされている。実線は･Sternbergの法則
図．２　濁水渓流域図
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　　　　　　　　　　　　　　　図。３　濁水渓河床底質粒径分布
d／d。･＝e-“’ の摩耗係数a =1.14×10り　の線を示すものでaは石灰岩の10-^花肖岩
の10 -6 に比べ非常に大きい値を持ち，摩耗の激しいことを物語っている。河口付近の粒径は
0.2 anDぐらいになっているが，浮遊砂は河口外に出て，河口砂州やこれに連らなる干潟の砂粒径
は更に小さくなっている。この河口砂州の微細砂は，冬期の季節風（Ｎ－ＮＮＥ）によって飛砂と
なり, ssw方向に移動し，航空写真によると平均３年にl km ぐらいの速度で砂嘴の南下発
達が見られている，　　　　　　　　　　　　　　　　ブ
　図中の1978年の粒径は1968年のそれに比べ，いくらか大きくなってい’ることが判る。これは河川
堤防や水制工の整備によって，河川の掃流力の増大したことを示すもので，現在計画中の下流部
20 km に対する水制工による低水路幅950 m の複断面工が施工されれば，更に大きい粒径が河
口に到達し，河口堆砂規模が大となり，その処理の困難さとト砂州及び干潟の形状の大きな変化が
これ以南の海岸に及ぼす影響とが，今後大きな問題となろう。
　３　北港渓河□
　流域面積645 kd!,計画洪水量 5,000 mｙｓを持つ河川で，かって濁水渓の派川であったが1912
年頃本川から切り離され，現在濁水渓南方約40 km のところに開［］している。
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図例 測図年代
1900年頃
1920年頃
1947年
1962年
一一一一－ 1972年
● ● ● ● ● ● ● ●
1979年
図．４　北港渓河口
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　本河口付近は，濁水渓から搬出された砂と，潮汐作用，冬期の北寄りの風と波とにより複雑な地
形を示す。図。４は河口付近の地形変化を示したもので，沖合に不連続な沖州（統仙州，外傘頂州
等延長約20 km）が存在し，その内側には浅いlagoonが形成され，既に2,000 h（l以上の干拓
地が造成されている。この沖州の外側には約1／500の緩勾配干潟が発達している。
　干潮汀線は1900年頃は河口沖合4.5 km 付近にあったものが順次後退してきた。 1900年頃から
1947年まで40年余の後退に比べ, 1947年から1962年までの15年間の後退量が大きく，その後1979年
までの後退はさほど激しくない。これは　①　北港渓が濁水渓から切り離され，上流からの土砂の
供給が徐々に減じ，数10年後に河口付近の地形に影響したこと，②　北港渓河口付近の河道は1944
年頃まで直流していたが，この年の洪水で北岸の土手が欠壊し，その後ミオが北流し掃流力を失っ
たこと　等によるものではないかと思われる。
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　この破堤した北岸に３排水路（牛挑湾，尖山，蔦松）が流入しているが，省政府は　①　本川に
３排水路を流入させ原形に復す，②　北港渓は直流させ，３排水路はまとめて分流，③　①案で更
に河川堤，導流堤を延長し内水位を下げるという　三つの河道改修案を出し，模型実験等により③
案により河道計画を進めている。
　この河口付近は魚川という養魚池が多く，旧河道内へも侵入し流水の大きな障害となり直流化を
妨げているが，干潮汀線が後退した時点で，河口は右（北）の方に蛇行したまま安定していること
が注目される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
図例 測図年代
- 1926年
－-－ 1944年
1964年
1977年
０　　０．５　１．０　1.5 km
→
図．５　八掌渓河口
４　八　掌　渓
台湾西海岸中部における河口地形の変化について　（上森） 79
　流域面積475?，最大洪水量5,980 mｙｓの河川で，北港渓より更に22 k皿余り,南に開口し
ている。本河口の西北約20 km まで外傘頂州の先端が伸び，この付近はＮ－ＮＮＥの冬期波
浪に対し遮蔽した格好になっている。
　河口付近の地形の変遷は図。５のようである。すなわち1900年頃の海岸線は新温里沖約1.7㎞
にあり，海岸線沖合2.4 km に南仙線という離岸砂州があり，その内側はlagoonとなっており，
好美里は潟湖内の孤島であったようである。
　その後南仙線砂州は東に向って発達し，河川流出土砂の潟湖内堆積と相侯って陸化か進み, 1926
年頃には好美里まで達した。この頃まで八掌渓河口は好美里の東側で海に開口していたが，陸化と
ともに龍宮渓に合流し北上していた。このように潟湖の陸化か進み洪水の調節機能を失ったので，
1939年の大洪水は直流化し，陸続きになっていた南仙線砂州を突破した。
　1961年頃に南仙線の沖合1 km ほどに長さ2 km , 高さ＋1mほどの新しい離岸砂州が形成
され，これが次第に成長し林務の砂防及び植林により，南北に発達し長さ5 km, 高さ十,３ｍほ
どの完全に陸化した大きな砂丘となり，その内側は干陸され現在約300 h（1の干拓地が出来てい
る(1979年）。
　この新河口は1944年時点より更に1.2 km ほど南下して一応安定している。これはその後の洪
水(1957年）によるflushと，海岸に供給された砂による干潟や新離岸砂州の発達，北岸へ干拓地
の造成等によるものであるが，前記北港渓河口付近の干潮汀線の後退によってＮＷ方向の波作
用を受け易くなったことも，一つの原因と見ることができよう。
５　曽　文．渓
　曽文渓は阿里山脈に源を発し，流域面積1,176?，計画洪水量9,200 m'/s, 流長138 km
の河川で，八掌渓より更に30 km ほど南の海岸に開口している。-この河川の上流には有効貯水量
約６億m3の曽文ダムが1973年に完工し，洪水量が約3,000 mVs カットされ，また年間流砂量
　1,800万m3が1,200万m3に減少することになり，河道は漸次安定化傾向をとるものと予想され
る。
　この河口付近の地形変化は図。６のようで，ここにも不連続な離岸砂州が発生し，その消長によっ
て河口の移動が見受けられる。
　曽文渓は下流部も比較的勾配があり，直流化傾向を示す河口であるが, 1925年頃汀線が現在より
約3 km 後退していた時点では，河口は現在よりやや北に開口し，離岸砂州の発達南下，潟湖の
干陸によってやや南下している。
　曽文渓の流砂量の減少により，この干潮汀線の後退が起ると，河口はやや北上傾向を持つことも
考えられる。
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図．６　曽文渓河口
　河口付近に形成される砂州や干潟は，供給される土砂量，卓越する風向，波向及び潮汐流によっ
て変動するものであるが，台湾西部の中央部の海浜地形には濁水渓から供給された漂砂が大きく影
響し，北からの季節風，これに伴う波によって大きな砂州を形成し，複雑な地形変化をしているよ
うである。
台湾西海岸中部における河口地形の変化について　（上森） 81
　北港渓，八掌渓，曽文渓の河口変化で共通しているのは，干潟が発達しているとき，換言すれば
干潮汀線が沖へ出ているときには，河川の影響が強く，直流あるいはやや南下する傾向を持つこと
である。
Ｎ－ＮＮＥの卓越波を考えると全く逆現象のようであるが，この地域のように
1
-
300 ～函i の
ような遠浅地形では，波は沖の方で砕波し，河口付近への影響はほとんど無くなるのであろう。
　北港渓沖の潮流は，満潮時がSW→ＮＥへ1.67 m ／s，干潮時には逆方向に1.8m／sで
流れている。従って沖州で遮蔽されない限り，満潮時には河口付近の漂砂はＮＥ方向に押し上
げられる可能性が強い。特に大潮時には潮波の先端は砕け寄せ波砕波のような形をとり，微小な砂
を巻き上げ潮流方向に運ぶことができる。干潮時には静かに水位が下がるような形で引くので，漂
砂はさほど動かない。
　濁水渓から吐出された砂による南西方向への砂州及び砂嘴の発達は，冬期干潮時に季節風による
飛砂によるもので，沖州の発達も潮汐と風が作用していると見傲すことができよう。
　夫々の河口とも，河川下流部の築堤及び海岸堤，導流堤の設計等において，その法線や長さの決
定に迫られているが，このように地形変動の激しい地点においては，その決定は極めて困難である。
　従って，夫々の河口においては，従前の河口付近の形状変化，その付近に作用する風，波，潮流
を実測し，河川自体の流砂量の変化等も考え，河川の計画規模に用いた確率年と同程度の期間の地
形変化の推定を行い，法線その他の諸元を決定する必要があろう。
お　わ　り　に
　本文は台湾省政府の招聘により，海岸及び河口設計の専家として訪台した時に，従事した業務の
中で興味ある河口地形について述べたものである。
　その資料は台湾省水利局，とくに元海坤調査規劃隊長故黄彩芳氏の調査によるものが多い。黄彩
芳氏は台湾の干拓調査計画の推進者で，長い調査研究から台湾の海岸の実態に関する第一人者であ
り，筆者が訪台の度に現地説明，検討会，講演及び論文の訳者として，並々ならぬお世話になった
方である。
　黄氏は1984年５月水利研修団長として来日することになっていたが，４月７日不測の事故で急逝
された。御家族の悲嘆は言うに及ばず，海岸の生字引きを失った台湾省水利局の損失も極めて大き
いものであった。筆者も10年からの知己を失い大きな衝撃を受けた。遅れながら本文を故黄彩芳氏
の霊前に捧げ，再び哀悼と感謝の意を表する。
　終りに種々の御援助を得た中央政府行政院農業委員会と省政府水利局に対し，心から感謝する。
(昭和60年９月10日受理)
(昭和61年１月17日発行)
